
そ
の
一
つ
は
、
市
内
在
住
の

外
国
人
が
多
く
な
っ
て
お
り
、

「
湖
北
台
７
丁
目
の
人
口
に
該

当
す
る
人
数
」
が
在
住
し
て
い

る
こ
と
。
ま
た
４
年
前
に
比
べ

て
、
外
国
人
の
国
の
構
成
が
大

き
く
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、

ネ
パ
ー
ル
、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
と
い
っ
た
国
の
人
は
上

位
７
カ
国
に
入
る
と
い
う
よ
う

に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
こ
と
。
当

局
の
答
弁
で
は
50
以
上
の
国
・

地
域
か
ら
今
年
の
６
月
現
在
３

３
７
６
人
が
市
内
に
在
住
し
て

い
る
と
の
こ
と
。

そ
れ
に
よ
る
市
民
の
中
に
あ

る
不
安
や
ト
ラ
ブ
ル
、
ま
た
国

際
交
流
の
重
要
性
な
ど
が
論

議
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
翻
訳

機
の
導
入
拡
大
、
電
話
通
訳

な
ど
安
心
し
て
く
ら
せ
る
取
り

組
み
を
し
て
い
る
、
ま
た
、
相

互
理
解
の
た
め
に
広
報
な
ど
で

情
報
の
提
供
を
し
て
い
る
と
答

弁
。

「
我
孫
子
新
田
地
区
計
画
の

見
直
し
」に
つ
い
て
の
議
論
も
さ

れ
ま
し
た
。
当
局
は「
地
区
計

画
の
見
直
し
」
案
の
市
民
・
利

害
関
係
者
へ
の
縦
覧
期
間
は
７

月
２
日
か
ら
16
日
の
２
週
間
を

行
い
、
８
月
に
予
定
し
て
い
た

都
市
計
画
決
定
は
、
出
さ
れ

た
意
見
に
し
っ
か
り
対
応
し
た

上
で
行
な
う
と
答
弁
。
文
化

会
館
が
廃
止
さ
れ
、
市
内
の
小

中
学
校
の
音
楽
祭
の
会
場
と

し
て
現
在
、
柏
市
民
文
化
会

館
で
行
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
、
市
の
文
化
会
館
の

必
要
も
論
議
さ
れ
ま
し
た
。
湖

北
郷
土
資
料
室
の
廃
止
と
水

の
館
と
布
佐
の
井
上
邸
で
の
分

散
展
示
に
つ
い
て
も
議
論
が
あ

り
ま
し
た
。

岩
井
こ
う
議
員
は「
補
聴
器

購
入
の
補
助
制
度
」の
必
要
性

を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
補
助
制
度
の

普
及
率
な
ど
を
上
げ
て
、
実
施

を
迫
り
ま
し
た
が
、
市
独
自
の

補
助
制
度
は
困
難
、
国
の
動

向
を
見
守
る
と
の
答
弁
。

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
効
果
的
な
設
置
」

に
つ
い
て
、
交
通
事
故
発
生
な

ど
、
住
宅
地
に
も
必
要
と
設

置
数
を
増
や
す
こ
と
を
求
め

ま
し
た
が
、「
自
治
会
へ
の
補
助

制
度
」
が
あ
る
の
で
そ
の
利
用

を
促
す
と
の
答
弁
。「
不
登
校

問
題
」に
つ
い
て
は
、
平
成
25
年

か
ら
増
え
て
い
る
。
要
因
と
し

て
、
保
護
者
の
意
識
の
変
化
な

ど
が
あ
る
と
答
弁
。
不
登
校

児
童
生
徒
の
健
康
診
断
に
つ
い

て
は
、
集
団
健
診
の
前
後
に
実

施
。
保
護
者
に
は
保
健
調
査

票
を
配
布
と
答
弁
。「
防
災
」

に
つ
い
て
は
、
防
災
ラ
ジ
オ
の
導

入
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
る
。

情
報
伝
達
の
多
様
な
方
法
を

実
施
し
て
い
る
と
答
弁
。

船
橋
ま
さ
る
議
員
は「
我
孫

子
４
丁
目
の
排
水
対
策
」
に
つ

い
て
質
問
。
当
局
は
９
月
20
日

の
降
雨
や
浸
水
に
つ
い
て
の
シ
ュ

ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
対
応
と

答
弁
。
湖
北
台
西
小
の
校
舎

外
壁
修
繕
工
事
に
関
し
、
工

事
車
両
の
通
行
で
は
児
童
へ
の

安
全
第
一
の
運
行
を
求
め
ま

し
た
。

（Ｔ
・Ｏ
）
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け
や
き
の
風

パ
ー
テ
ィ
ー
券
に
よ

る
裏
金
問
題
は
衆
・
参

で
の
「
自
公
案
の
可
決

で
幕
引
き
」
に
し
よ
う

と
し
た
が
、
幕
引
き
を
許
さ

な
い
と
の
国
民
の
意
向
が
世

論
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て

い
ま
す
▼
読
売
の
調
査
で
は

「
政
治
資
金
改
正
法
を
評
価

し
な
い
が
56
％
」
「
評
価
す

る
は
34
％
」
。
改
正
法
が

「
政
治
と
金
」
問
題
解
決
に

つ
な
が
る
か
と
思
う
か
と
の

問
い
に
「
思
わ
な
い
73
％
」

で
し
た
▼
毎
日
の
「
政
策
活

動
費
の
領
収
書
10
年
後
公
開

で
政
治
改
革
が
進
む
と
思
う

か
の
問
に
は
「
進
む
と
は
思

わ
な
い
が
87
％
」
で
す
▼
イ

ギ
リ
ス
が
植
民
地
ア
メ
リ
カ

に
過
大
な
税
を
か
け
た
こ
と

が
始
ま
り
の
ア
メ
リ
カ
独
立

戦
争
も
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
も
、

さ
ら
に
さ
か
の
ぼ
る
１
６
４

２
～
５
１
年
の
名
誉
革
命
も

税
の
不
公
平
に
対
す
る
不
満

が
革
命
を
引
き
起
こ
し
た
と

経
済
学
者
野
口
悠
紀
雄
氏
は

著
書
「
日
本
の
税
制
は
不
公

平
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
社
）
」
で
い
う
。

野
口
氏
は
日
本
に
革
命
が
起

き
て
も
不
思
議
で
な
い
状
況

だ
と
の
認
識
で
あ
る
。
不
公

平
税
制
を
続
け
れ
ば
「
国
は

亡
び
る
」
と
強
く
警
告
す
る

▼
先
の
世
論
調
査
で
は
、
衆

議
院
選
挙
後
に
望
む
政
権
は

と
の
問
い
に
「
自
公
政
権…

11
％
」
「
立
憲
民
主
党
を
中

心
と
す
る
野
党
連
立
政
権…

33
％
」
で
す
。
野
口
氏
と
同

様
、
国
民
の
多
く
が
日
本
の

政
治
の
民
主
的
な
大
変
革
を

求
め
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

（
編
：
Ｓ
Ａ
）

街 路 樹

※
湖
北
台
後
援
会「
け
や
き
の
風
」の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
カ
ン
パ
で
発
行
し
て
い
ま
す

六
月
我
孫
子
市
議
会

一
般
質
問
を
聞
い
て

日本共産党湖北台

後援会連絡所

早川 7149-0322

小野 7187-0203

鈴木 7139-3421

市
内
在
住
の
外
国

人
、
団
地
の
人
口

に
該
当
す
る
人
数

２
０
２
４
年
第
２
回
定
例
会
（
六
月
議
会
）
が
６
月

３
日
開
会
。
一
般
質
問
は
10
日
（
６
人
）
、
11
日
（
５

人
）
。
日
本
共
産
党
は
岩
井
こ
う
議
員
が
一
日
目
に
、

船
橋
勝
議
員
は
２
日
目
に
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。

各
議
員
の
質
問
は
市
政
の
問
題
点
な
ど
を
取
り
上
げ
、

全
員
の
質
問
を
聞
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

そ
こ
で
い
く
つ
か
の
質
問
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
な
ど

を
述
べ
ま
す
。

補
聴
器
購
入
の
補
助

制
度
の
実
施
を
迫
る

水の館の前にあるじゃぶじゃぶ池

多額な市税をかけた"じゃぶじゃぶ池"令
和6年7月20日から8月31日まで：毎日 9
月1日から9月23日まで：土曜・日曜・祝
日 午前10時から午後4時まで利用可です。

猛
暑
や
巨
大

台
風
、
洪
水
な

ど
気
候
危
機
と

呼
ぶ
べ
き
非
常

事
態
が
身
近
な

問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
ら
に
つ

い
て
①
問
題
点

は
ど
こ
に
あ
る

か
②
日
本
の
排

出
量
の
削
減
目

標
③
人
間
活
動

に
よ
る
地
球
の

現
状
④
石
炭
火

力
の
温
存
に
固
執
⑤
原
子
力

発
電
を
脱
炭
素
の
理
由
に
⑥

原
発
汚
染
水
の
海
洋
放
出
の

何
が
問
題
か
?
対
策
は
?
⑦

排
出
削
減
の

新
技
術
と
は

⑧
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
主
要

国
別
の
歴
史

⑨
気
候
危
機

は
食
糧
危
機

に
直
結
⑩
対

策
は
ど
こ
ま

で
進
ん
で
い

る
?
。
の
10
項
目
20
ペ
ー
ジ

か
ら
編
集
さ
れ
て
い
ま
す
。

我
孫
子
革
新
懇
発
行

左
写
真

百
円
で
販
売
中

不
安
や
ト
ラ
ブ
ル
、

国
際
交
流
の
重
要

性
な
ど
が
論
議

市
内
の
文
化
会
館
の

必
要
と
湖
北
郷
土
資

料
室
の
廃
止
も
議
論

「気候危機について考
える」佐々木正元 工学博士

湖
北
台
西
小
の
外
壁

修
繕
工
事
車
両
の
児

童
へ
の
安
全
運
行

水の移動などを利用した遊具
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梅
雨
雲
の
上
行
く
飛
行
機
の
鈍
き
音

見
え
ざ
る
不
安
撒
き
夜
を
行
く

七
丁
目

山
野

美
津

人
型
の
像
撃
ち
て
い
る
隊
員
よ

行
く
先
は
新
た
な
戦
争
今
は
戦
前

（
百
里
基
地
見
学
会
）

五
丁
目

鈴
木

明

山
峡
の
湯
宿
の
夕
餉
鮎
旨
し

や
ま
か
い

老
友
は
生
き
き
れ
り
露
夜
空
見
上
ぐ

三
丁
目

松
永
美
穂
子

（
一
句
目
、
前
号
「
三
峡
」
は
「
山
峡
」
の
ミ
ス
で
し
た
）

春
の
地
震
プ
ー
ル
の
水
を
放
り
投
げ

四
丁
目

松
風

彦
左

な

い

朝
咲
い
て
夜
に
は
萎
む
木
槿
か
な

七
丁
目

山
里

歩

し
ぼ

む

く

げ

文
民
を
外
し
て
軍
国
の
釜
を
開
け

四
丁
目

松
風

彦
左

成
田
線
湖
北
駅
北
口
か
ら
徒

歩
約
五
分
。
境
内
掲
示
の
「
由

来
」
に
は
「…

中
峠
の
西
端
に

鎮
座
す
る…

祭
神
は
大
日
霊
売

命
で
あ
る
。
草
創
は
古
い
。…

『
社
殿
改
築
記
念
碑
文
』
や

『
湖
北
村
誌
』
に
よ
る
と
、
景

行
天
皇
の
御
代
で
あ
る
。
そ
し

て
、
昔
か
ら
下
総
の
国
中
相
馬

七
郷
『
岡
発
戸
村
、
都
部
村
、

中
峠
村
、
中
里
村
、
古
戸
村
、

日
秀
村
、
新
木
村
』
の
総
鎮
守

と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
い
る
。
」

と
あ
り
ま
す
。
ま
た
「
我
孫
子

市
史
」
に
よ
れ
ば
「
ち
な
み
に
、

当
社
は
、
当
地
方
が
か
つ
て
相

馬
御
厨
と
し
て
伊
勢
神
宮
所
領

と
な
っ
た
こ
と
と
深
い
関
係
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
手
賀

沼
対
岸
の
沼
南
の
塚
崎
神
明
社

も
、
相
馬
御
厨
の
神
社
と
し
て

の
由
緒
を
語
る
も
の
で
あ
る
」

と
紹
介
し
て
い
ま
す
。
な
お
境

内
に
は
我
孫
子
市
指
定
文
化
財

で
あ
る
「
二
十
一
仏
武
蔵
石
板

碑
」
が
あ
り
ま
す
。
「
武
蔵
板

碑
は
、
秩
父
地
方
に
産
出
す
る

緑
泥
片
岩
を
素
材
と
し
て
い
ま

す
。
頭
部
を
山
形
に
し
て
中
央

に
仏
・
菩
薩
の
画
像
や
種
子
を

彫
り
、
そ
の
下
に
造
立
の
趣
旨

や
年
号
あ
る
い
は
戒
名
な
ど
を

し
る
し
た
板
状
の
石
塔
婆
で
す
。

千
葉
県
下
で
は
利
根
川
中
流
域

か
ら
東
京
湾
岸
に
か
け
て
広
く

分
布
し
て
い
ま
す
。
二
十
一
仏

石
塔
婆
は
全
国
的

に
も
少
な
く
、
埼

玉
県
大
宮
市
を
中

心
に
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
分

布
範
囲
は
狭
く
、

我
孫
子
市
（
中
峠
）

は
そ
の
東
限
に
な

り
ま
す
。
こ
の
石

塔
婆
は
天
正
九
年

（
一
五
八
一
）
十

一
月
の
作
で
、
中

世
の
宗
教
資
料
と

し
て
貴
重
な
も
の

で
す
」
（
我
孫
子

市
教
育
委
員
会
掲

示
よ
り
）
。
境
内

に
は
我
孫
子
市
の

保
存
樹
木
に
も
な
っ

て
い
る
大
き
な
銀

杏
の
木
や
石
碑
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
（
里
）

文
芸
欄

※
寄
稿
・
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

短

歌

俳

句

川

柳

伊
勢
山
天
照
神
社
を
訪
ね
て

(https://jcp-a
biko.com/ )

我孫子市議団
ホームページ

※
法
律
相
談
（相
談
無
料
）・岩
井
事
務
所
に
て
毎
月
第
４
木
曜
日
（２
時
～
４
時
）開
催
し
て
い
ま
す
（事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）０
４
７
・１
８
８
・２
１
４
１

政治革新の道しるべ、
真実をつたえ希望をはこぶ新聞です

日刊紙●月 ３４９７円
日曜版●月 ９９０円
※こちらから申し込めます
日本共産党本部QRコード→

裏
金
問
題
を
は
じ
め
自
民
党

を
こ
こ
ま
で
追
い
つ
め
て
き
た

の
は
「
赤
旗
」
日
曜
版
の
ス
ク
ー

プ
が
始
ま
り
で
し
た
。
「
赤

旗
」
の
ス
ク
ー
プ
が
な
け
れ

ば
今
で
も
「
裏
金
」
は
裏
金

の
ま
ま
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
、
読
者
の
み
な
さ
ん

の
購
読
料
に
支
え
ら
れ
た
新

聞
だ
か
ら
で
き
た
ス
ク
ー
プ

で
し
た
。
自
民
党
政
治
は
、

経
済
問
題
で
も
、
平
和
の
問

題
で
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題

で
も
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
行

き
づ
ま
り
は
極
限
に
達
し
て

い
ま
す
。
「
赤
旗
」
の
発
行

を
守
り
、
さ
ら
に
読
者
を
増

や
す
こ
と
が
、
自
民
党
政
治

を
追
い
つ
め
、
日
本
の
政
治

を
変
え
る
力
に
な
り
ま
す
。
ど

う
か
読
者
の
み
な
さ
ん
の
お
力

で
日
曜
版
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
本
共
産
党
は
、
企
業
・
団

体
献
金
も
政
党
助
成
金
も
受
け

取
ら
ず
、
「
赤
旗
」
の
発
行
を

最
大
の
支
え
に
し
て
い
ま

す
。
「
赤
旗
」
の
発
行
を

守
り
抜
く
こ
と
は
、
暮
ら

し
を
よ
く
す
る
う
え
で
も
、

平
和
に
と
っ
て
も
、
日
本

と
世
界
に
と
っ
て
も
ど
う

し
て
も
必
要
で
す
。
料
金

改
定
に
あ
た
っ
て
、
読
者

の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
さ

ら
に
役
立
つ
「
赤
旗
」
へ

と
紙
面
改
革
に
党
中
央
と

編
集
委
員
会
あ
げ
て
取
り

組
む
決
意
で
す
。
「
権
力

監
視
の
ス
ク
ー
プ
」
「
暮

ら
し
に
役
立
つ
」
と
と
も

に
、
「
深
く
知
り
、
勇
気

が
わ
く
」
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
日

曜
版
に
な
る
よ
う
引
き
続
き
努

力
し
ま
す
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
健
康
保

険
料
の
値
上
げ
が
市
役
所
よ

り
届
け
ら
れ
、
あ
ら
ゆ
る
物

価
が
上
が
る
中
で
苦
し
い
生

活
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
値

上
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
平
均
７
５
０
０

円
、
今
年
度
は
４
５
０
０
円

の
値
上
げ
で
す
。
２
年
連
続

値
上
げ
す
る
の
は
千
葉
県
54

自
治
体
の
中
で
４
自
治
体
の

み
で
す
。

国
保
に
加
入
し
て
い
る
世

帯
の
67
％
が
１
人
世
帯
で
、

年
収
２
百
万
円
未
満
の
世
帯

が
70
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

国
は
地
方
自
治
体
に
対
し
、

一
般
会
計
予
算
か
ら
国
保
へ

の
補
填
を
行
わ
な
い
よ
う
に

圧
力
を
か
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
自
治
体
の
役
割

の
一
つ
は
市
民
生
活
を
守
る

こ
と
で
す
。

市
長
は
国
保
世
帯
は
約
２

割
で
、
一
部
の
人
達
の
た
め

に
税
金
は
使
え
な
い
と
言
い

ま
す
。
そ
こ
に
は
健
康
保
険

が
社
会
保
障
で
あ
る
と
い
う

考
え
が
抜
け
落
ち
て
い
ま
す
。

事
業
者
負
担
が
な
い
国
保

は
、
国
庫
負
担
が
不
可
欠
で

す
。
当
初
は
45
％
で
し
た
が
、

今
で
は
20
％
台
に
減
額
さ
れ
、

全
国
で
保
険
税
値
上
げ
に
悲

鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
も
均
等
割
が
か

か
り
、
子
育
て
世
代
の
保
険

税
は
同
じ
年
収
の
会
社
員
の

２
倍
以
上
で
す
。

全
国
知
事
会
は
子
ど
も
の

均
等
割
を
無
料
に
す
べ
き
と

「
一
兆
円
の
国
庫
補
助
」
を

要
望
し
、
昨
年
か
ら
就
学
前

の
均
等
割
は
半
額
に
な
り
ま

し
た
。
国
保
税
が
高
す
ぎ
る

た
め
、
我
孫
子
市
で
も
20
％

の
世
帯
が
滞
納
し
て
い
ま
す
。

高
物
価
で
年
金
も
実
質
減

ら
さ
れ
る
中
で
の
値
上
げ
は
、

収
入
の
少
な
い
国
保
世
帯
の

生
活
を
直
撃
し
ま
す
。
会
社

員
も
退
職
後
は
多
く
の
方
が

国
保
に
加
入
し
ま
す
。

１
年
間
の
予
算
を
決
め
る

３
月
議
会
で
日
本
共
産
党
市

議
団
は
国
保
の
値
上
げ
を
認

め
る
一
般
会
計
予
算
に
も
反

対
し
ま
し
た
。
（
Ｈ
・
Ｈ
）

２
百
万
円
未
満
の
世

帯
が
70
％

国
民
健
康
保
険
の
値
上
げ

で
診
察
控
え
や
悲
鳴
を
上

げ
る
高
齢
者

２
年
連
続
の
値
上
げ

は
千
葉
県
54
自
治
体

で
４
自
治
体
の
み

国
庫
負
担
、
当
初
45

％
今
で
は
20
％
に

我
孫
子
市
で
も
20
％

の
世
帯
が
滞
納

年
金
も
実
質
値
下
げ

さ
れ
る
中
の
値
上
げ

市
議
団
は
国
保
値
上

げ
に
反
対
し
ま
し
た

日曜版を守ってください


